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司
　 

大
東
亜
戦
当
時
の
日
本
男
子
は
、
身
を
御
国
の
た
め
に
さ
さ

げ
、
働
く
こ
と
を
も
っ
と
も
名
誉
と
し
て
い
た
。

昭
和
十
二
年
十
月
に
支
那
事
変
で
名
誉
の
戦
死
を
し
た
兄
に
つ

づ
こ
う
と
、
昭
和
十
六
年
四
月
徴
兵
検
査
に
合
格
す
る
と
、
十
七

年
二
月
現
役
兵
と
し
て
鯖
江
中
部
六
二
部
隊
に
入
隊
し
た
。
た
だ

ち
に
北
支
派
遣
軍
と
し
て
北
支
山
西
省
陽
泉
力
三
五
九
七
部
隊
山

砲
隊
に
入
隊
。
九
四
式
山
砲
の
砲
手
と
し
て
一
期
、
二
期
の
き
び

し
い
猛
訓
練
。
夜
は
三
、
四
次
兵
の
あ
ら
っ
ぽ
い
教
育
が
つ
づ
い

た
。
十
月
に
は
い
る
と
秋
期
山
西
粛
正
作
戦
に
参
加
。
こ
れ
が
最

初
の
作
戦
参
加
で
、
八
路
軍
と
の
戦
い
で
、
一
日
十
数
里
の
昼
夜

な
き
行
軍
が
つ
づ
い
た
。

馬
に
や
る
水
も
部
落
に
一
個
し
か
な
い
井
戸
か
ら
あ
た
え
た

が
、
井
戸
端
に
は
十
数
人
の
兵
が
並
び
、
遅
れ
た
場
合
は
古
兵
に

叱
ら
れ
た
。
こ
の
作
戦
も
一
か
月
ほ
ど
で
お
わ
り
、
無
事
帰
隊
し

た
。十
二
月
に
は
い
り
旅
団
剣
術
隊
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
こ
は
旅
団

の
各
部
隊
か
ら
銃
剣
術
の
優
秀
な
者
を
選
抜
し
て
編
成
さ
れ
た
歩

兵
一
個
小
隊
（
三
、
四
十
人
）
の
剣
術
の
訓
練
所
で
、
は
じ
め
は

平
定
県
の
小
さ
な
町
に
い
た
が
、
一
週
間
ほ
ど
で
河
底
鎮
北
方
の

奥
地
の
部
落
へ
移
っ
た
。
こ
こ
は
陽
泉
製
鉄
の
原
石
の
出
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。

最
前
線
で
日
中
は
銃
剣
術
の
猛
練
習
、
夜
に
な
る
と
八
路
軍
の

襲
撃
を
た
び
た
び
受
け
た
が
、
わ
れ
さ
き
に
走
っ
て
敵
を
追
い
、

捕
虜
と
し
て
つ
か
ま
え
る
こ
と
た
び
た
び
に
及
ん
だ
。

十
八
年
四
月
に
は
い
る
と
北
支
第
一
軍
が
第
十
八
春
大
行
作
戦

を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
国
府
軍
と
の
戦
い
で
、
現
地
で
の
戦
い
は

交
戦
部
隊
に
ゆ
づ
り
、
剣
術
隊
は
現
地
を
出
て
旅
団
長
の
護
衛
小

隊
と
な
っ
た
。

毎
日
昼
夜
の
別
な
く
猛
行
軍
が
つ
づ
き
、
河
南
省
林
県
に
は

い
っ
た
。
朝
九
時
過
ぎ
て
も
朝
食
も
な
く
、
よ
う
や
く
先
頭
が
止

ま
っ
た
の
で
、
各
部
隊
長
は
、
こ
の
間
に
飯
ご
う
を
た
け
と
命
令
。

た
だ
ち
に
皆
で
と
り
か
か
っ
た
が
、
火
を
か
け
る
ま
も
な
く
、
小

隊
長
が
「
全
員
た
だ
ち
に
出
発
だ
」
と
大
声
で
ど
な
っ
た
。
私
は



近
く
に
い
た
の
で
飯
ご
う
の
水
を
捨
て
て
走
っ
た
。

隊
長
は
「
前
の
二
百
高
地
に
突
撃
」
と
い
い「
全
員
軍
刀
を
抜

き
、
背
の
う
は
こ
こ
に
置
け
」
と
い
っ
た
。
私
も
背
の
う
を
お
ろ

し
て
着
剣
し
、
隊
長
の
あ
と
を
走
っ
た
。
本
隊
は
飯
ご
う
炊
さ
ん

を
し
て
い
た
の
で
少
し
遅
れ
て
到
着
。
足
も
と
に
敵
弾
が
ブ
ツ
ブ

ツ
と
と
ん
で
き
た
。
そ
の
時
、
友
軍
機
が
低
く
飛
ん
で
敵
陣
地
に

爆
弾
を
投
下
し
て
く
れ
た
。
敵
陣
地
に
あ
が
っ
て
み
る
と
、
敵
の

小
銃
弾
丸
が
散
乱
し
て
お
り
、
敵
は
し
た
の
谷
間
へ
と
逃
げ
た
。

隊
長
は
自
分
の
銃
を
と
り
黒
山
の
よ
う
に
か
た
ま
っ
て
い
る
敵
を

撃
っ
た
。
私
は
隊
長
の
そ
ば
に
お
い
て
あ
っ
た
軍
刀
を
持
ち
、
右

下
方
向
に
人
声
が
す
る
の
で
段
々
畑
を
二
、
三
段
飛
び
お
り
た
。

そ
こ
に
は
敵
が
五
、
六
人
い
た
。
銃
を
腰
に
か
ま
え
、
背
中
を
手

榴
弾
を
と
っ
て
、
投
げ
よ
う
と
し
た
。
私
は
必
死
に
軍
刀
で
彼
ら

に
切
り
つ
け
た
。
敵
の
頭
は
か
た
く
て
割
れ
ず
、
軍
刀
が
折
れ
て

し
ま
っ
た
。
敵
が
抵
抗
し
な
く
な
っ
た
の
で
引
き
揚
げ
、
山
の
う

え
の
隊
長
の
と
こ
ろ
へ
も
ど
っ
た
。

隊
長
に
「
軍
刀
を
お
か
え
し
し
ま
す
。
敵
を
切
っ
た
と
き
折
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
差
し
だ
し
た
が
叱
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

か
ら
田
中
分
隊
長
の
と
こ
ろ
へ
い
く
と
、
皆
が
必
死
に
弾
を
撃
っ

て
い
た
。
先
方
に
逃
げ
た
敵
が
大
行
山
脈
の
岩
山
に
か
く
れ
、
二

陣
、
三
陣
地
か
ら
迫
撃
砲
、
機
関
銃
を
雨
あ
ら
れ
と
撃
ち
、
交
戦

中
で
あ
っ
た
。

午
後
三
時
ご
ろ
、
友
軍
の
援
助
が
あ
っ
て
交
戦
を
終
わ
り
、
雑

の
う
の
カ
ン
パ
ン
を
か
ん
だ
。
こ
の
戦
闘
で
、
山
の
途
中
で
三
人

陣
地
で
五
人
の
犠
牲
者
が
で
た
。
立
派
な
剣
士
を
な
く
し
た
の
は

残
念
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
戦
も
一
か
月
少
々
で
終
わ
り
、
五
月
中

旬
に
は
陽
泉
に
帰
り
、
剣
術
小
隊
は
解
散
、
原
隊
に
復
帰
し
半
年

ぶ
り
に
戦
友
と
あ
っ
た
。
彼
ら
も
大
行
作
戦
に
参
加
し
て
い
た
。

二
、
三
日
す
る
と
中
隊
当
番
は「
中
隊
長
が
呼
ん
で
い
る
」
と

の
連
絡
で
、
な
に
か
叱
ら
れ
る
か
と
出
頭
す
る
と
、
い
つ
も
厳
格

な
木
村
中
隊
長
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
「
大
下
、
椅
子
に
掛
け
よ
。
俺

は
昨
日
旅
団
将
校
集
会
で
大
行
作
戦
の
反
省
会
に
い
っ
て
き
た
。

そ
の
反
省
会
で
旅
団
長
閣
下
が
石
割
剣
術
隊
長
に
、
今
作
戦
の
二

百
高
地
に
肉
薄
占
領
し
て
活
躍
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
時
の
こ
と

を
話
せ
と
い
わ
れ
、
石
割
隊
長
が
山
砲
隊
の
大
下
一
等
兵
は
一
番

に
突
撃
し
て
敵
陣
に
の
り
こ
み
肉
薄
戦
を
し
て
く
れ
た
。
と
報

告
、
俺
は
山
砲
隊
と
聞
き
、
嬉
し
く
鼻
が
高
か
っ
た
。
殊
勲
者
だ
」

と
い
っ
て
ほ
め
て
く
だ
さ
っ
た
。



そ
れ
か
ら
一
か
月
ほ
ど
た
つ
と
部
隊
解
散
の
う
わ
さ
が
流
れ
、

十
八
年
七
月
発
令
で
、
天
津
第
二
十
七
師
団
に
転
属
す
る
者
と
、

残
っ
て
歩
兵
砲
と
な
る
者
に
わ
か
れ
た
。
歩
兵
砲
は
歩
兵
と
一
緒

に
沖
縄
に
行
く
ら
し
い
と
の
う
わ
さ
で
「
沖
縄
に
行
く
者
は
結
構

で
は
な
い
か
、
沖
縄
は
内
地
み
た
い
だ
。
舟
板
一
枚
あ
れ
ば
泳
い

で
帰
れ
る
ぞ
」
と
言
っ
て
別
れ
た
。
こ
れ
が
明
暗
を
わ
け
よ
う
と

は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

一
方
、
十
八
年
七
月
大
陸
の
厚
い
河
北
省
天
津
に
着
い
た
我
ら

百
数
人
は
、
極
第
二
十
七
師
団
山
砲
二
七
連
隊
と
な
り
、
私
は
第

五
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
元
支
那
駐
屯
部
隊
で
、
十

二
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
に
遭
遇
し
た
部
隊
で
あ
る
。

天
津
の
日
本
租
界
を
馬
運
動
で
通
る
と
、
日
本
人
の
奥
さ
ん
た

ち
は
「
兵
隊
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
す
」
と
言
っ
て
、
お
茶
を
出
し

て
く
れ
た
。
山
西
の
山
奥
の
兵
隊
と
は
天
地
の
差
が
あ
る
と
思
っ

た
。第
五
中
隊
は
北
京
砲
兵
訓
練
所
に
移
動
し
た
。
一
、
二
週
間
後
、

石
井
中
隊
長
が
「
俺
は
明
日
、
唐
山
の
大
隊
本
部
に
い
く
か
ら
一

緒
に
行
く
よ
う
に
」
と
私
に
言
わ
れ
、
矢
吹
大
隊
長
と
会
っ
た
。

大
隊
長
は
武
漢
作
戦
の
武
勲
者
で
、
作
戦
に
関
心
を
持
た
れ
、
ニ

コ
ニ
コ
し
て
い
ろ
い
ろ
の
話
を
さ
れ
た
。
私
に
も
「
君
は
元
の
部

隊
で
先
頭
に
活
躍
し
た
と
あ
る
が
ど
う
か
」
と
問
わ
れ
た
が
、
私

は
「
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て
話
さ
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
大
隊
本
部
要
員
と
な
っ
た
。

十
八
年
九
月
に
は
い
る
と
第
二
十
七
師
団
も
満
州
の
錦
州
に
移

動
し
、
関
東
軍
の
隷
下
に
は
い
る
。
こ
こ
は
元
十
九
路
軍
の
兵
舎

で
ア
ッ
ツ
島
に
渡
り
玉
砕
し
た
山
崎
部
隊
の
あ
と
だ
と
の
こ
と
。

我
ら
も
訓
練
し
て
南
方
に
行
っ
て
玉
砕
だ
ろ
う
と
う
わ
さ
し
あ

い
、
毎
日
関
東
軍
と
し
て
猛
訓
練
、
猛
演
習
が
つ
づ
い
た
。

翌
十
九
年
三
月
十
日
、
待
ち
に
待
っ
た
動
員
下
令
。
た
だ
ち
に

出
動
せ
よ
と
の
こ
と
で
、
二
日
後
に
出
発
し
た
。
夜
や
み
を
走
る

貨
車
の
な
か
で
、「
ど
こ
を
走
っ
て
い
る
ん
だろ
う
」
と
皆
ヒ
ソ
ヒ

ソ
話
し
あ
っ
て
い
た
。
二
日
後
に
北
支
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

着
い
た
と
こ
ろ
は
北
支
河
南
省
新
郷
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
行
軍

で
焦
作
に
集
結
、
京
漢
線
打
通
作
戦
（
第
一
次
作
戦
、
河
南
作
戦

と
も
言
う
）
に
は
い
る
。

焦
作
鎮
を
出
発
し
て
河
南
の
大
平
原
を
進
み
、
大
黄
河
を
敵
の

狙
撃
を
用
心
し
つ
つ
日
没
に
渡
河
し
た
。
大
黄
河
の
幅
は
四
、
五

キ
ロ
あ
っ
た
。
工
兵
は
何
百
も
の
舟
を
横
に
な
ら
べ
、
民
家
の
戸



板
を
敷
い
て
仮
橋
を
つ
く
る
。
我
ら
山
砲
隊
の
駄
馬
は
ゆ
れ
る
橋

を
「
オ
ー
ラ
オ
ー
ラ
」
の
声
で
渡
る
。

覇
王
城
の
戦
闘
に
続
い
て
■
州
、
許
昌
、
潭
城
の
攻
略
戦
が
あ

り
、
私
は
中
村
曹
長
と
地
図
を
頼
り
に
大
隊
の
先
頭
を
行
軍
し

た
。
道
路
に
は
敵
の
地
雷
が
多
く
、
石
灰
を
土
の
新
し
く
な
っ
て

い
る
個
所
に
ま
き
、『
地
雷
注
意
』
の
記
を
し
て
の
行
軍
で
あ
る
。

許
昌
攻
略
で
は
、
麦
畑
か
ら
敵
の
伏
兵
が
現
わ
れ
、
ゼ
ロ
距
離
射

撃
で
散
弾
を
あ
び
せ
た
。
二
日
間
の
行
軍
後
、「前
方
敵
の
大
部
隊

あ
り
」
と
の
情
報
が
は
い
っ
た
。
夜
間
を
利
用
し
て
敵
前
へ
、
敵

の
歩
兵
は
機
関
銃
で
応
戦
。
大
隊
長
は
歩
兵
連
隊
へ
連
絡
を
と

り
、
一
、
二
、
三
大
隊
が
三
方
を
包
囲
、
三
十
六
門
の
砲
列
を
敷

い
た
。
払
暁
、
朝
五
時
、
一
分
三
発
の
連
続
発
射
で
天
地
を
ゆ
る

が
す
砲
兵
の
総
攻
撃
戦
と
な
っ
た
。
前
方
の
■
河
と
り
で
は
ふ
ん

さ
い
さ
れ
、
敵
八
十
九
軍
は
か
い
め
つ
す
る
と
い
う
大
戦
果
の
■

城
戦
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
京
漢
作
戦
は
終
わ
り
、
南
下
し
た
。

し
か
し
、
中
支
の
長
台
関
（
三
官
廟
）
で
大
悲
劇
に
会
っ
た
。

前
日
か
ら
の
行
軍
で
、
そ
の
日
は
米
軍
機
来
襲
に
そ
な
え
て
夜
行

軍
と
な
っ
た
。
雨
は
嵐
と
な
り
軍
衣
は
背
中
ま
で
び
し
ょ
濡
れ
と

な
っ
た
。
午
前
零
時
ご
ろ
、
雨
は
ま
す
ま
す
強
く
、
冷
え
込
ん
だ
。

道
も
な
く
、
膝
ま
で
赤
土
の
泥
沼
に
め
り
込
ん
で
の
行
軍
と
な
っ

た
。
い
ま
ま
で
の
疲
労
と
寒
気
で
動
け
な
く
な
り
、
多
数
の
凍
死

者
が
続
出
、
大
惨
事
と
な
っ
た
。
こ
の
惨
事
に
よ
っ
て
師
団
長
は

更
迭
さ
れ
、
落
合
中
将
と
な
る
。

よ
う
や
く
漢
口
に
着
き
夏
服
に
変
わ
っ
た
。
補
給
も
終
わ
り
、

大
楊
子
江
を
渡
河
し
て
第
二
次
戦
・
湘
桂
作
戦
（
湖
南
作
戦
）
に

は
い
る
。
こ
こ
は
水
田
、
山
、
川
な
ど
が
あ
り
、
ま
る
で
内
地
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
長
沙
近
く
で
は
じ
め
て
米
国
の
空
襲
を
受
け
悩

ま
さ
れ
た
。
食
糧
の
補
給
が
な
い
の
で
現
地
で
も
み
を
徴
発
、
夜

間
も
み
す
り
を
し
て
も
み
の
ま
じ
っ
た
玄
米
食
で
下
痢
患
者
続

出
。
さ
ら
に
夜
は
蚊
に
悩
ま
さ
れ
て
寝
ら
れ
ず
マ
ラ
リ
ヤ
患
者
も

続
出
し
た
。
六
、
七
月
の
雨
期
で
道
は
ぬ
か
る
み
、
軍
衣
も
顔
も

泥
だ
ら
け
の
行
軍
だ
っ
た
。
負
傷
患
者
、
栄
養
疾
患
者
は
野
戦
病

院
に
送
ら
れ
て
も
名
ば
か
り
、
病
院
で
薬
も
食
糧
も
な
く
、
死
が

待
ち
受
け
て
い
た
。

よ
う
や
く
八
月
中
旬
、
湖
南
省
茶
陵
に
フ
ラ
フ
ラ
と
到
着
。
こ

こ
で
人
馬
の
補
給
が
あ
る
ま
で
休
養
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
で
も

毎
日
の
食
糧
の
徴
発
、
討
伐
戦
の
ほ
か
、
断
続
的
な
米
軍
の
空
襲

も
あ
っ
て
、
茶
陵
の
ま
ち
は
崩
壊
。
休
む
間
も
な
く
て
山
里
に
分



散
し
た
。
年
末
の
こ
ろ
、
渡
河
分
■
で
暖
房
の
た
め
火
を
た
き
、

敵
機
の
爆
撃
に
あ
っ
た
。
明
朝
、
川
に
魚
が
浮
き
、
我
々
は
久
し

ぶ
り
に
魚
を
食
べ
た
。

翌
二
十
年
一
月
十
日
、
遂
■
作
戦（
第
三
次
作
戦
）
に
は
い
る
。

遂
川
、
■
州
の
米
軍
飛
行
場
攻
撃
で
あ
る
。
中
支
と
南
支
の
境
に

あ
る
江
西
省
の
万
洋
山
脈
は
急
峻
で
千
、
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山

が
並
ん
で
い
る
。
と
く
に
南
支
の
塩
山
ご
え
で
は
二
千
メ
ー
ト
ル

の
山
肌
に
樹
氷
の
花
が
咲
い
て
い
た
。

夏
服
で
身
に
し
む
寒
さ
の
た
め
に
、
休
む
と
凍
死
す
る
と
い
っ

て
休
憩
な
し
で
行
軍
。
山
岳
で
は
道
幅
が
せ
ま
く
駄
馬
は
砲
を
積

ん
だ
ま
ま
谷
間
に
落
ち
る
こ
と
た
び
た
び
で
、
第
四
中
隊
は
行
軍

が
お
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
敵
に
包
囲
さ
れ
、
苦
戦
す
る

山
岳
戦
と
な
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ア
ル
プ
ス
ご
え
の
よ
う
だ
と
も

い
わ
れ
た
。

遂
川
に
着
く
と
、
飛
行
場
に
い
た
敵
は
逃
げ
、
米
軍
の
捨
て
た

飛
行
機
が
二
、
三
台
あ
っ
た
。
み
な
石
を
拾
っ
て
投
げ
た
。
師
団

は
さ
ら
に
■
州
飛
行
場
へ
と
猛
行
軍
。
支
那
軍
に
包
囲
攻
撃
を
か

け
、
■
州
飛
行
場
も
難
な
く
落
ち
た
。

こ
れ
で
北
支
、
中
支
、
南
支
と
大
陸
を
貫
通
し
た
。
さ
ら
に
兵

団
は
南
下
し
て
、
広
東
省
、
三
南
作
戦
（
第
四
次
作
戦
）
に
移
っ

た
。
こ
こ
は
南
支
で
物
資
は
豊
か
で
、
と
く
に
砂
糖
は
豊
富
で
、

ど
こ
の
家
で
も
砂
糖
だ
ら
け
で
驚
い
た
。
南
国
で
回
虫
に
悩
ま
さ

れ
た
が
、
薬
も
な
く
「
セ
ン
ダ
ン
」
の
根
の
皮
を
煮
て
虫
下
し
に

使
っ
た
。
六
月
に
広
東
省
恵
州
に
は
い
っ
た
。
バ
イ
ア
ス
湾
に
米

軍
の
上
陸
に
備
え
て
陣
地
を
つ
く
り
待
っ
た
が
、
ソ
連
の
態
度
の

悪
化
に
よ
り
「
北
満
急
を
告
ぐ
、
引
き
返
せ
」
と
の
命
令
に
よ
り

北
上
作
戦
（
第
五
次
作
戦
）
と
な
る
。

い
ま
ま
で
攻
略
し
て
き
た
我
々
は
、
飯の
う
え
の
蝿
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
兵
馬
も
半
数
に
へ
り
、
歩
兵
の
中
隊
は
四
、
五
十
人
し

か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
砲
弾
も
少
な
く
、
歩
兵
が
苦
戦
し
て

「
山
砲
前
へ
」
が
か
か
っ
て
も
、
集
中
打
も
で
き
ず
、
か
ろ
う
じ
て

射
撃
で
敵
を
打
ち
は
ら
い
、
歩
兵
を
前
進
さ
せ
た
。
八
月
に
入
り
、

中
支
江
西
省
南
昌
近
く
で
終
戦
の
報
を
聞
き
、
た
だ
驚
い
て
残
念

の
涙
を
流
し
た
。

九
月
に
は
い
り
、
江
蘇
省
常
州
に
集
結
、
一
年
半
に
わ
た
る
苦

労
の
連
続
で
、
兵
も
馬
も
皆
疲
れ
果
て
て
い
た
。
あ
の
広
大
な
大

陸
を
北
か
ら
南
ま
で
歩
き
、
さ
ら
に
ま
た
引
き
返
す
戦
闘
行
軍

で
、
わ
が
軍
始
ま
っ
て
以
来
の
一
万
キ
ロ
大
陸
縦
断
大
作
戦
で



あ
っ
た
。
十
月
に
武
装
解
除
と
な
り
、
砲
も
兵
器
も
長
年
共
に
苦

労
し
た
軍
馬
も
中
国
軍
に
渡
し
、
一
部
の
も
の
は
中
国
兵
に
砲
、

馬
の
使
い
方
を
教
え
に
行
っ
た
。
ま
た
、
中
国
の
上
級
幹
部
は
、

わ
が
落
合
師
団
長
を
「
教
官
」
と
呼
ん
だ
。

師
団
長
も
我
々
に
「
お
前
た
ち
は
長
年
非
常
に
苦
労
を
し
て
く

れ
た
の
で
、
支
那
派
遣
軍
中
一
番
先
に
帰
す
」
と
言
わ
れ
、
二
十

一
年
三
月
に
常
州
を
出
発
、
三
月
下
旬
に
上
海
よ
り
乗
船
、
復
員

し
た
。
北
支
陽
泉
で
別
れ
、
沖
縄
戦
で
玉
砕
し
た
戦
友
、
あ
る
い
は
大

陸
打
通
作
戦
で
多
く
の
戦
友
、
犠
牲
者
、
戦
死
公
報
を
受
け
取
り
、

悲
し
い
涙
を
流
さ
れ
た
ご
両
親
を
思
い
浮
か
べ
る
と
き
、
目
頭
が

熱
く
な
る
。
果
つ
べ
き
命
を
長
ら
え
て
帰
っ
て
き
た
我
々
は
、
な

き
戦
友
の
ご
冥
福
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。




